
下調べ
恐山へ叔母達を連れて行く事が急遽決まったので、少し下調べをした。
恐山を詳しく説明してくれるブログ等の情報サイトは沢山あったが、叔母達に必要なのは
見所が分かる写真、お食事処、そして温泉の３つが必要。
色々サイトを見て一番明瞭だったのが「下北ナビ」というサイトで、
サイトには必要条件の３つが書かれていたのでページを印刷して行きの車中で見てもらった。
下北ナビ・恐山ページ
http://simokita.org/sight/osore/

ルート
1)岩手を経ち車を恐山に進め、東北自動車道の八戸側へ折れ、下田百石IC下車。
　下田百石ICからむつ市街へは、国道338号→国道279号→県道4号という、
　太平洋側を少し北上し、六ヶ所村から陸奥湾側へ入り北上というルート。
　（下田百石IC→むつ市街・所要時間：2時間　※ガソリン給油や休憩で４回程停車）
2)むつ市街→恐山は約14kmを30分で到達。

205km

91km 14km
2時間 30分
国道338号～ 県道
国道279号 4号～

冷水（ひやみず） 2014.08.09
恐山の少し手前の道路沿いにある冷水。 冷水付近道路の天気気温

11:00 晴れ 24℃

恐山総門付近
慈覚大師の像と六地蔵が出迎える。

恐山 2014.08.09　～冥土 in Japan～
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食事
恐山に到着したのが午前11時頃なので、散策の前に総門付近にある食堂で軽く食事

入場
受付で入場券（500円）を購入して恐山菩提寺境内へ



本尊を参拝後に向かって左側にある地獄を巡りに

所々に風車が飾られている



ひととおり地獄を巡り宇曽利山湖近くの地獄、血の池地獄。 池の色は赤くは無く透明な色。

宇曽利山湖の前にある、東日本大震災の慰霊塔 慰霊塔の裏には鎮魂の言葉が綴られている

宇曽利山湖の休憩所 遠くに自衛隊のレーダーが見える



宇曽利山湖（宇曽利湖）
巡ってきた地獄とは打って変わり美しい宇曽利山湖。極楽です。

宇曽利山湖を後にして総門方面へ まむしも居るようです



地獄はまだ続いていました 重罪地獄

修羅王地獄

このほか、賭博地獄、金掘地獄、どうや地獄、
があり、硫黄泉が噴き出しています。

どうにかすべての地獄を巡り、総門付近に戻りました。
気にしてたイタコですが、ひとりのイタコの方が口寄せをされていましたが、
順番待ちで10人は居たので、口寄せは断念しました。



三途の川
恐山菩提寺の少し手前にあります。宇曽利山湖にそそぐ小さな川です。
三途の川を越える橋が架かっていて、橋の上から宇曽利山湖の方を見ると
そこまで歩いたであろう道の跡が見えます。説明の碑があり由来が書かれていましたが
記録を残せませんでした。
三途の川を渡るに、少し先まで歩いて行きそこから舟で地獄か極楽かに曳かれたのだと思います。
（説明の像を見て想像する限りでは、銭の無い者が渡るには身ぐるみ剥がされたのでしょう）

三途の川を見終え、恐山を後にしました。



大間崎
恐山のひととおりの観光を終えて叔母達が思った事は、大間のマグロが食べたいという事でした。
ナビで恐山から大間崎までの距離を計測してみるとおよそ40km。行って行けない距離ではないので
足を延ばして行ってみる事になりました。

遠くに北海道とおぼしき影が見えます。函館市最南までの距離はおよそ10kmと近いです。

遅い昼食

ここのそばの海洋食堂で、
遅い昼食を15:00頃にいただきました。

もう大間に来る事は無いだろうと思い、
この店の一番高価な丼の
海峡丼をいただきました。

因みに、本命のマグロは７～８月は漁の都合で
入荷はされず、９月初旬からとの事でした。

恐山ビール

恐山でビールを購入できなかったので、この辺りで
売っているか探してみましたがありませんでした。

帰る途中に立ち寄った横浜町の道の駅(国道279号沿い)で
恐山ビールを購入できました。
左（黄ラベル）がビール、右（青ラベル）が発泡酒です。
地ビールは独特の香りや味がするものですが、
恐山ビールも例外ではありませんでした。

岩手・遠野のわさびエールと似ているように思えたので
美味しい部類だと思います。

大間崎 2014.08.09　～マグロを求めて～


